
日
本
で
も
Ｉ
Ｔ
大
手
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
、

銀
行
な
ど
が
続
々
と
事
業
展
開

改
竄
で
き
な
い
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
デ
ー
タ
を

与
信
判
断
に
活
用

広
が
り
始
め
た
デ
ー
タ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

21
世
紀
の
石
油
と
も
評
さ
れ
る

「
情
報
（
デ
ー
タ
）」。
人
々
の
行
動

や
企
業
の
活
動
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

デ
ー
タ
を
経
済
活
動
に
生
か
す
「
デ

ー
タ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
が
進
展
す
る
な

か
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
融
資
の
あ

り
方
を
も
大
き
く
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

デ
ー
タ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
│
│
。
ま

だ
、
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ

が
、
財
務
デ
ー
タ
や
会
計
デ
ー
タ
の

ほ
か
、
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
関
連
デ
ー

タ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
自
動

的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
瞬
時
に
与

信
判
断
を
行
う
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
時
代

の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
だ
。

　

担
保
や
保
証
は
不
要
な
う
え
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
簡
単
に
借
入
手
続
き
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
の
銀
行

融
資
で
は
担
当
者
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
繰
り
返
す
こ
と
な
ど
が
必
要
だ

21
世
紀
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス

っ
た
た
め
、
融
資
相
談
か
ら
入
金
ま

で
に
１
カ
月
程
度
か
か
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
デ
ー
タ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
即
日
・
翌
日
融
資
を
謳
う
サ
ー

ビ
ス
が
ほ
と
ん
ど
。
人
手
を
か
け
ず

に
審
査
を
行
う
低
コ
ス
ト
運
営
も
特

長
の
一
つ
で
、
こ
れ
ま
で
銀
行
で
は

採
算
が
合
わ
な
か
っ
た
小
規
模
事
業

者
へ
の
貸
出
も
難
な
く
行
え
る
。
ま

た
、
銀
行
で
は
入
手
が
困
難
だ
っ
た

売
上
情
報
や
他
行
の
入
出
金
情
報
な

ど
の
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
与
信
判
断

に
活
用
す
る
た
め
、
業
歴
が
浅
か
っ

た
り
、
担
保
が
な
か
っ
た
り
す
る
た

め
に
銀
行
か
ら
の
資
金
調
達
が
難
し

か
っ
た
創
業
間
も
な
い
企
業
へ
の
貸

出
に
も
積
極
的
に
対
応
し
て
い
る
。

　

デ
ー
タ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
、
大

き
く
三
つ
の
類
型
が
存
在
す
る
（
図

表
）。
一
つ
目
は
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
に

出
店
す
る
加
盟
店
な
ど
自
社
の
経
済

圏
内
の
事
業
者
を
貸
出
対
象
と
す
る

「
経
済
圏
型
」。「
ア
マ
ゾ
ン
・
レ
ン

デ
ィ
ン
グ
」
や
「
楽
天
ス
ー
パ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン
」
な
ど
が
こ
こ
に
分

類
さ
れ
る
。
二
つ
目
は
、
デ
ー
タ
レ

従
来
の
銀
行
融
資
で
は
活
用
し
て
こ
な
か
っ
た
多
様
な
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
で
与
信
判
断
を
行
う
「
デ

ー
タ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
が
広
が
り
始
め
て
い
る
。
活
用
す
る
デ
ー
タ
は
貸
手
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

い
ず
れ
も
精
緻
な
デ
ー
タ
分
析
や
低
コ
ス
ト
運
営
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
銀
行
融
資
の
対
象
か
ら
は
ず
れ
て
き

た
小
規
模
事
業
者
も
貸
出
対
象
と
し
て
い
る
点
が
特
徴
だ
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
が
豊
富
な
顧
客
基
盤
を

持
つ
巨
大
企
業
と
組
ん
で
デ
ー
タ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
展
開
す
る
動
き
も
あ
り
、
今
後
は
銀
行
を
介
さ
な
い
貸

出
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
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魅
力
的
な
手
数
料
収
益

　

地
銀
協
が
９
月
12
日
に
内
閣
府
に
提
出
し
た
２

０
１
８
年
度
の
規
制
改
革
要
望
は
、
新
規
11
項
目
、

継
続
12
項
目
の
全
23
項
目
。
こ
の
う
ち
地
銀
界
が

長
年
に
わ
た
っ
て
切
望
し
て
い
る
の
が
、「
銀
行

に
よ
る
不
動
産
仲
介
業
務
の
解
禁
」
と
「
銀
行
の

保
有
不
動
産
の
賃
貸
柔
軟
化
」
だ
。
な
か
で
も

「
仲
介
」
は
２
０
０
５
年
か
ら
継
続
し
て
要
望
し

て
い
る
が
、
い
ま
だ
実
現
し
て
お
ら
ず
、
今
年
度

は
「
銀
行
や
銀
行
子
会
社
・
兄
弟
会
社
で
の
解
禁

が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
せ
め
て
信
託
兼
営
金
融

機
関
で
の
取
扱
い
を
解
禁
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望

し
て
い
る
。

　

不
動
産
の
仲
介
手
数
料
は
、
最
大
で
売
買
価
格

の
３
％
＋
６
万
円
。
不
動
産
は
売
買
価
格
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
多
額
の
仲
介
手

数
料
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
売
手
と
買
手

の
双
方
を
担
当
す
る
「
両
手
取
引
」
で
あ
れ
ば
、

こ
の
倍
の
手
数
料
が
得
ら
れ
る
わ
け
だ
。

　

地
銀
の
経
営
環
境
は
、
長
引
く
低
金
利
環
境
か

ら
稼
ぎ
頭
だ
っ
た
法
人
融
資
を
主
体
と
す
る
預
貸

業
務
の
収
益
が
落
ち
込
ん
で
お
り
、
新
た
な
収
益

源
の
確
保
が
急
が
れ
る
。
し
か
し
、
フ
ィ
デ
ュ
ー

シ
ャ
リ
ー
・
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
の
御
旗
の
も
と
、
頼

み
の
綱
の
投
信
販
売
で
は
従
来
の
よ
う
な
手
数
料

収
益
を
上
げ
づ
ら
く
な
っ
て
お
り
、
右
肩
上
が
り

で
伸
び
て
き
た
銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
や
ア
パ
ー
ト

ロ
ー
ン
も
近
ご
ろ
は
低
下
傾
向
が
鮮
明
だ
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
地
銀
経
営
の
窮
境
を
打
開
す

る
新
た
な
収
益
源
と
し
て
、「
一
番
身
近
な
最
後

の
聖
域
」（
地
銀
幹
部
）
で
あ
る
不
動
産
仲
介
業

務
の
解
禁
へ
の
期
待
が
、
以
前
に
も
増
し
て
高
ま

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
不
動
産
に
か
か

わ
る
仲
介
を
望
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
地
銀

協
が
要
望
す
る
不
動
産
仲
介
の
分
野
は
、「
事
業

承
継
・
相
続
や
事
業
再
生
に
係
る
不
動
産
の
売

買
」「
担
保
不
動
産
の
売
却
」「
地
公
体
の
再
開
発

事
業
等
で
の
不
動
産
の
賃
貸
」
に
限
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
分
野
は
顧
客
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、

地
方
の
活
性
化
に
も
資
す
る
と
い
う
理
由
だ
。

一
枚
岩
に
な
れ
な
い
銀
行
界

　

今
年
度
の
要
望
に
対
す
る
回
答
は
ま
だ
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
金
融
庁
は
こ
れ
ま
で
「
銀
行
の
経

営
の
健
全
性
確
保
の
観
点
か
ら
他
業
禁
止
し
て
い

る
」
と
し
て
、
た
だ
ち
に
規
制
緩
和
措
置
を
取
る

こ
と
は
困
難
と
し
て
き
た
。

　

解
禁
を
求
め
る
動
き
が
銀
行
界
を
挙
げ
た
大
き

な
運
動
に
な
れ
ば
、
こ
の
「
岩
盤
規
制
」
に
穴
を

開
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は

銀
行
界
も
一
枚
岩
で
は
な
い
。
地
銀
協
や
第
二
地

銀
協
は
不
動
産
仲
介
解
禁
を
要
望
す
る
が
、
信
託

銀
行
を
傘
下
に
持
つ
メ
ガ
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
や
り

そ
な
銀
行
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
な
ど
、
す
で
に

不
動
産
仲
介
業
務
を
行
え
る
立
場
に
あ
る
銀
行
は
、

む
し
ろ
不
動
産
仲
介
業
務
の
解
禁
に
後
ろ
向
き
だ
。

　

「
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る

法
律
（
兼
営
法
）」
が
02
年
に
改
正
さ
れ
、
普
通

銀
行
に
も
信
託
業
務
へ
の
参
入
が
認
め
ら
れ
た
が
、

不
動
産
関
連
業
務
に
つ
い
て
は
同
法
施
行
時
に
不

動
産
関
連
業
務
を
取
り
扱
っ
て
い
た
信
託
銀
行
の

み
に
認
め
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
信
託

銀
行
に
と
っ
て
は
「
既
得
権
益
」
だ
。

　

か
ね
て
よ
り
メ
ガ
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
で
は
、
傘

下
の
信
託
銀
行
や
系
列
の
不
動
産
会
社
と
連
携
し

て
、
不
動
産
関
連
業
務
の
収
益
を
グ
ル
ー
プ
外
に

全
国
地
方
銀
行
協
会
は
２
０
１
８
年
度
の
規
制
改
革
要
望
で
、
例
年
同
様
、
不
動
産
仲
介
業
務

の
解
禁
を
求
め
た
。
地
銀
協
が
こ
の
要
望
を
初
め
て
出
し
た
の
は
２
０
０
５
年
。
以
来
、
継
続

的
に
要
望
し
て
き
た
が
、
大
き
な
成
果
も
な
く
退
け
ら
れ
て
き
た
。
地
銀
協
は
、
事
業
承
継
や

相
続
に
関
連
す
る
不
動
産
仲
介
ニ
ー
ズ
が
増
し
て
お
り
、
地
銀
が
不
動
産
仲
介
を
手
掛
け
ら
れ

れ
ば
地
方
創
生
に
も
資
す
る
と
主
張
す
る
。
た
だ
し
、
解
禁
に
対
し
て
不
動
産
業
界
な
ど
は
猛

反
発
し
て
い
る
。
は
た
し
て
岩
盤
規
制
は
崩
れ
る
の
か
、
地
銀
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

不
動
産
仲
介
を
巡
る
10
年
戦
争
、

地
銀
は
岩
盤
を
打
ち
崩
せ
る
か
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中間選挙後の
トランプ政策と
米国経済

２
０
２
０
年
の
景
気
は

減
速
し
て
も
後
退
は
し
な
い

ソ
ニ
ー
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

シ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

渡
辺 

浩
志

「
財
政
の
崖
」
に
よ
る

景
気
減
速
の
リ
ス
ク

　

11
月
6
日
に
行
わ
れ
た
米
国
の
議

会
中
間
選
挙
は
、
上
院
は
共
和
党
、

下
院
は
民
主
党
が
制
し
た
。
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
政
策
の
主
軸
は
、
①
減

税
、
②
イ
ン
フ
ラ
投
資
、
③
保
護
主

義
的
な
通
商
政
策
だ
が
、「
ね
じ
れ

議
会
」
と
い
う
新
た
な
政
党
力
学
の

も
と
で
は
、
政
策
運
営
が
変
わ
っ
て

く
る
。

　

大
き
な
政
府
を
志
向
す
る
民
主
党

は
、
減
税
に
は
反
対
し
よ
う
。
一
方
、

イ
ン
フ
ラ
投
資
の
拡
大
に
は
賛
成
の

立
場
だ
が
、
こ
ち
ら
は
共
和
党
が
消

極
的
な
た
め
、
大
規
模
な
も
の
と
は

な
ら
な
さ
そ
う
だ
。
通
商
政
策
に
つ

い
て
は
、
大
統
領
権
限
が
強
い
こ
と

か
ら
、
議
会
の
意
向
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
先
も
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
さ
じ

加
減
一
つ
で
決
ま
る
は
ず
だ
。
本
稿

で
は
、
今
後
の
財
政
政
策
や
通
商
政

策
で
懸
念
さ
れ
る
点
を
示
す
と
と
も

に
、
米
国
の
株
価
や
景
気
の
先
行
き

を
考
え
た
い
。

　

２
０
１
８
年
初
め
に
始
ま
っ
た
大

型
減
税
や
歳
出
拡
大
は
、
米
国
経
済

を
押
し
上
げ
る
一
方
で
、
長
期
金
利

の
上
昇
と
経
常
赤
字
の
拡
大
を
招
い

て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
見
た
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
金
利
の
上
昇
は

米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ

Ｂ
）
の
利
上
げ
の
せ
い
、
経
常
赤
字

の
拡
大
は
貿
易
相
手
国
の
不
公
正
な

商
慣
行
や
通
貨
安
政
策
の
せ
い
と
、

論
点
を
す
り
替
え
た
。
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
、
不
都
合
な
こ
と
の
原
因
は

す
べ
て
自
分
以
外
に
あ
る
と
考
え
、

方
々
に
八
つ
当
り
と
も
思
え
る
攻
撃

を
仕
掛
け
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る

と
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る
Ｆ
Ｒ

Ｂ
批
判
や
保
護
主
義
は
、
財
政
政
策

の
副
作
用
と
も
い
え
る
。

　

中
間
選
挙
を
終
え
、
今
後
は
少
な

く
と
も
野
放
図
な
拡
張
財
政
に
は
ブ

レ
ー
キ
が
か
か
り
そ
う
だ
。
こ
の
こ

と
は
、
景
気
過
熱
や
金
利
急
騰
の
リ

ス
ク
を
後
退
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
攻
撃
を
鎮
め
る
意

味
で
も
、
当
面
の
世
界
経
済
や
金
融

市
場
に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス
で
あ
る
。

　

他
方
、
財
政
政
策
の
自
由
度
が
下

が
る
こ
と
は
、
こ
の
先
の
景
気
へ
の

不
安
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
る
。
現

行
の
財
政
政
策
の
効
果
は
19
年
末
に

は
切
れ
る
。
そ
れ
を
穴
埋
め
で
き
る

ほ
ど
の
大
規
模
な
追
加
措
置
が
取
ら

れ
る
可
能
性
が
低
下
し
た
こ
と
で
、

い
わ
ゆ
る
「
財
政
の
崖
」
が
発
生
す

る
確
度
が
高
ま
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る
現
行
の

財
政
政
策
は
、
18
、
19
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

米
中
間
選
挙
を
終
え
、
ね
じ
れ
議
会
と
な
っ
た

こ
と
で
、
財
政
の
崖
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
分
断
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
悪
性
イ
ン
フ
レ
と
悪

い
金
利
上
昇
が
懸
念
さ
れ
る
。
し
か
し
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
は
代
替
手
段
が
あ
る
う
え
、
米
国
経
済

は
民
需
が
主
導
し
て
い
る
。
景
気
後
退
入
り
の
サ
イ

ン
で
あ
る
名
目
潜
在
成
長
率
を
米
長
期
金
利
が
上

回
る
ま
で
に
は
相
当
程
度
時
間
を
要
す
る
。
財
政

の
崖
に
よ
っ
て
２
０
２
０
年
の
米
景
気
の
減
速
が
見

込
ま
れ
る
も
の
の
、
中
間
選
挙
の
結
果
が
景
気
後

退
期
入
り
の
確
率
を
高
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
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